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序 文

大隅地区の埋蔵文化財包蔵地の分布調査は昭和50年度から実施

しており，第7年次である昭和56年度は， 1市3町の分布調査と

鹿屋市に建設される国立鹿屋体育大学用地内の確認調査を行いまし

た。

本報告書はその調査概報でありますが， 「新大隅開発計画」が推

進されつつある本地域の今後の文化財保護のため活用していただけ

れば幸いです。

発刊に当たり，調査に御協力いただきました関係市町教育委員会

並びに関係者各位に対し深く感謝の意を表します。

昭利57年3月

鹿児島県教育委員会

教育長井之口恒雄
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例 言

1 . 本書は，昭和56年度に実施した大隅地区埋

蔵文化財分布調査の概報である。

2. 調査の組織は，調査の経過の中で記した。

3. 遺跡・遺物の実測図・写真等は，長野真一，

峯崎幸清が分担し，土器の拓本は柳井谷加

代子，玉利裕子，中塩屋育子の協力を得た。

4. 本書での市町別の遺跡に用いた数字は任意

のものである。

5. 本書の遺物番号は，全て通し番号とし，遺

物番号と本文中の番号は同一である。

6. 本書の執筆および編巣は，長野，峯崎が行

った。
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第1章調査の経過

大隅半島の志布志湾岸沿いの平地は古墳が分布しており，古代史研究者の注目している地域

である。なかでも，肝属川・串良川の流城は，肥よくな湿地帯を造りあげてきた。古代人達は，

湿地帯を臨む条件の良い高台に居をかまえ，多くの遺跡地を残してきた。その後，稲作技術が

導入され，この肥よくな湿地帯は，農耕地として活用されようになったと考えられる。一面の

湿地帯は，水田へと生まれ変わっていった。この水田は，最も安定した生活を古代人に与える

ことになり，南九州唯一で最大の古墳時代の生産地帯へと発展していった。 ZOOmを越す大古

墳や， 50基以上もある古墳群がいたる所に造営されることとなった。これら各時代を反映する

遺跡や遺物は，古代文化を解明するうえからもきわめて貴重である。しかし，これらの貴重な

遺産も各地で行われる開発事業の影響を，避けることのできない状況にあるので，鹿児島県で

は，遺跡把握の必要性を重視し，全国遺跡分布調査の一環として，昭和50年度以降，文化庁の

補助を得，各町村の理解と協力のもとに大隅地域文化財調査計画に基づき，分布調査を実施し

ている。今回の調査も．その計画の一環であり昭和56年11月30日より昭和57年3月6日まで実

施した。

調査の組織

調査主体者 鹿児島県教育委員会

調査責任者 文化課長 猿渡侯昭

事務担当 文化課管理係長 川畑栄造

文化課管理主査 安藤幸次

文化課主事 山下玲子

調査担当 文化課主事 長野真

文化財調査員 峯崎幸清

調査に当っては，前年度と同様に文化庁全国遺跡分布調査要領にもとづき，埋蔵文化財を中

必に分布調査を実施した。調査は，聞きとりによる確認や周知の遺跡の再確認も行ったが．そ

の多くは悉皆調査である。また，今回の調査では，各町村の字図の作成，遺跡地の所有者名簿

の作成も行った。さらに，国立鹿屋体育大学の建設予定地では， トレンチ発掘による確認謳l査

を実施した。

調査地域は，田代町，内之浦町，鹿屋市の各市町の一部地区と耀北町の全域である。

調査にあたっては，関係市町の教育委員会及び税務課の協力を得た。
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第2章各町村の遺跡・遺物

第1節輝北町の遺跡・遺物

輝北町内の遺跡・遺物

輝北町の分布調査は，昭和55年度に 1回実施されており，今回は 2回目である。今回の調査

は，昭和57年 1月6日より22日までの12日間実施した。

町内の遺跡は，文化庁発行の「全国遺跡地図ー鹿児島県一」では，双子塚古墳，石ノ脇遺跡，

麓遺跡，柏木遺跡，間手ノ木遺跡，上平房遺跡，松下遺跡，徳ケ丘遺跡の 8ケ所が記載されて

いた。その後，この2年間の調査で25ケ所と遺跡数は増加してきている。今回の調査では，周

知の遺跡の再確認も行い，さらに数ケ所の遺跡の追加ができているので今後も増加していくも

のと思われる。

耀北町は，大隅半島のほぼ中央部に位置し，東方に大崎町，西方を垂水市，南に鹿屋市，北

は福山町・大隅町へと四方を囲まれた行政区画をなしている。自然環境を見ると，町内には北

西から南東へ流れる三本の梅ケ渡川，平房川，堂篭川の河川がある。これら三本の河川が，シ

ラス台地を浸食し，深い谷となり幅の狭い丘陵をつくりだしている。大隅町の最端部を北西よ

り南東に流れる長江川と梅ケ渡川によって作られた諏訪原丘陵に，朝倉，八重山，柏木，谷田

等の集落が畑作農耕を営みながら発達し，これまでの調査でもハシバダン遺跡 (12) , 堀込遺

跡 (9)'倉谷遺跡 (10)'柏木遺跡 (2)等が知られている。これらの遺跡は，丘陵の中央

部から梅ケ渡川によって形成された南向きの段丘上に集中することを観ることができる。また

梅ケ渡川と平房川の浸食により市成丘陵がつくり出され，市成，宮園，浮牟田等の集落がやは

り畑地農耕を営みながら発達している。遺跡は，市成市街地の北方に諏訪神社遺跡 (25) に中

世期の集落地が認められ，久木野々遺跡 (18) では，縄文時代後期の遺跡が大量に発見されて

いる。青木段遺跡 (5) では，耕作中に青磁器の小皿の完形品が数点重ねられ，大量の炭化物

と共に偶然発見された経緯をもっており，今でも陶磁器類が採集される。平房川と堂篭川に狭

まれた丘陵が最も広く，行政の中心地となっている百引，平房丘陵を形成している。遺跡地も

多く見られ，引地遺跡 (16) からは縄文時代早期の遺物が出土している。また，縄文時代後期

の遺物を主体とする，観音ケ尾遺跡 (17), 隠畑遺跡 (15), 徳光ケ丘遺跡 (8) がある。特

に，徳光ケ丘遺跡は，遺物の分布する面積，採集される量共にも多く，長い間に多くの人々に

よって集められている。麓遺跡 (7)は，耀北町郷士史研究の先駆者であった故鶴田和夫氏が

紹介した遺跡であり鶴田氏の宅地周辺に存在している。出土品は，弥生時代の土器片と石器等

が出土し，鹿大生の鶴田君に紹介してもらい報告している。今回の調査に際して耀北町の教育

長はじめ，社会教育課に理解と協力を得ると共に字図の作成は，同町税務課，市民課の協力を

得た。同町出身の鹿大生鶴田静彦君には，分布調査に同行してもらい，多くの面で能率的に調

査を行うことができた。また，資料は脇田聴子・内田礼子両氏に協力していただいた。
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〔I〕 麓遺跡 （第1図・図版8'遺跡番号7)

本遺跡は，昭和25年，石鏃と上器片， 2点の石斧が耕作中に80m程の深さから，発見された

ものである。本遺跡は、耀北町上百引麓にあり、海抜は 260m程である。現在，鶴田氏の宅地

となっている。発見者の鶴田和夫氏の記録では，土器片，石鏃とともに2点の石斧が折り重な

って出土したと伝えられているが，昭和45年に死去したためにそれ以上の詳しいことはわかっ

ていない。また，土器片と石斧，もう一本の石斧は所在が不明となり，現存しているのは，こ

こで報告する石斧が1点である。この石斧（有肩）は，長さ23.8cm最大幅10.1cmで，素材は硬

質の頁岩を用いている。まず扁平で薄い剥片を取り出す作業より始まっており，特に，裏面に

は剥離痕がよく残されている。剥離の際，打点部となった表面の右側は，刃部の厚さを調整す

る目的で， 3回にわたる調整剥離を行っている。

.、 1゚...1 1...1 
I 

＜ニニニニニ〉
第1図麓遺跡出土の有肩石斧
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第3図徳光ケ丘遺跡出土石器

〔II〕 引地遺跡 （第2図2,図版 1• 8, 遺跡番号16)

耀北町下百引下平房引地の，畑地断面で採集した。竹下部落と下平房部落を結ぶ幹線添いの

畑地で，附近には部落の納骨堂が建てられている。部分的には畑地整備が行われており，旧地

形を留めていない場所もある。本遺跡より出士している遺物は，縄文時代早期の塞之神式土器

であり，出土する層位は，鬼界カルデラ噴出物のアカホヤ層直下の粘質土層の中である。遺物

は，胴部附近の破片と見られるもので燃糸文と直交する関係で 2本の沈線 (3m両出のエ具）が

巡らされている。焼成は堅ろうで胎土には砂粒を多く含んでいる。図示できるのは，この 1点

だけであるが，少破片や焼石が多く散布し，壁面にも確認できる。

耀北町内で，この種の古い時代の遺物が発見されたのは初めてのことであり，今後古い層位

の調査を進めて行けば関連する遺跡が広がっていくものと思われる。

〔rn〕 徳光ケ丘遺跡 （第2~3~図， 3~11, 図版1・2)
耀北町下百引東京別府，徳光ケ丘にある縄文時代後期の集落遺跡である。遺跡は，南側に開

けたゆるやかな傾斜面に立地し，北側は急傾斜となって落ち込んでいる。この遺跡が所在する

ことは古くから知られており，研究者の中には採隼を中心とした調査を行っている者もある。
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しかし，近年，畑地の整備作業が行われ，多量の出土遺物があり，一部は町公民館の展示ケー

スに納められている。現在も，遺物はかなりの範囲に分布し，いたる所で採集できる。

3は， D唇部が外側に引き出され，上面が凹面状を屋している口縁部破片で，沈線文が不規

則に描かれている。器面の整形は，指頭で行い丁寧である。胎土には，やや砂粒を含み，焼成

は良く全体として光沢をもった仕上げとなっている。 4は，平坦な口唇部をもち，口縁部が直

行する器形である。器面の整形は，ヘラ状のエ具で丁寧に行い光沢がある。胎土は砂粒を多く

含み，やや軟質な焼成である。 5は，外面に貝殻腹縁により縦方向の圧痕を連続して描いたも

ので，器面全体が赤褐色を呈している。口唇部には，斜めに数本の条痕が残されている。胎土

にはやはり砂粒が多く，焼成はよく堅ろうである。 1玉痕文の下に巡らされる沈線文は， 6m両呈

の大きさである。 6は，山型に隆起する料形をなすもので，隆起部に起点をもつ4本の乎行沈

線文が認められる。 1本めと 2本めの沈線文の間には，貝殻腹縁による庄痕文が施される。胎

土には多くの砂粒を含み， Z - 3m而呈の小石も含んでいる。整形は，貝殻を用い，更に，指頭

で調整を行っている。この種の文様は，近くでは末吉町宮之追遺跡．遠くば宮崎県綾遺跡や尾

高貝塚に類似を求めることができる。 7は，口唇部が凹面を呈するもので，横走する沈線で文

様を構成している。胎士には砂粒を含んでいるが，焼成はきわめてよく堅ろうである。 8は，

胴部からやや内反する器形の土器で，三角形の粘土帯を貼りつけている。粘土幣は，口唇部外

面と胴部最上位に貼りつけ，更に， 2本の粘土帯を結ぶ帯が1本貼りつけられている。粘土帯

の接着作業は，ヘラ状のエ具でくり返し行い，器面の整形もヘラ状工具で横位に行っている。

胎土には，多くの砂粒，小石を含みザラザラしている。 9は，外面に化粧土（赤い丹塗様）を

を用いたもので，横走する整形が入念に行われている。粘土帯は， 8と類似している。内外面

ともに整形は，ヘラ状工具で入念に行い光沢をもっている。 10は，文様をもつ破片で3皿沫呈の

沈線文が描かれる。胎土は多くの砂粒を含んでいるが，焼成は良く堅ろうな仕上がりとなって

いる。石器も数点採集している。特に町公民館の展示ケースの中には，石皿やすり石，石斧等

が展示されている。石斧の製作は，敲打技法により石器の形状を整えた後，使用部を磨いたも

の．また，打製技術がみられる。 11は，礫面をもつ剥片を利用したもので，剥片の三面を表裏

より調整し，石斧状に仕上げて使用したもので，主に下部を使用している。石材は，硬質の頁

岩である。

〔N)隠畑（かくしばた）遺跡（第4図12~13,図版2)

耀北町上百引隠畑，本遺跡は昨年度の調査で確認されたもので，今回は再度調査を実施した。

その結果，遺跡は，堂篭川によって形成された北向きの段丘上に立地している。現在，この遺

跡は，畑地利用のための土取りがすでに終了して，主体部分はすでに削り取られている。採某

できる量は多く，縄文時代後期の遺跡である。遺物は全て胴部等の破片である。 12~14は，器

面の表裏ともに貝殻により条痕を横位に用いて整形を行っている。これらの外，すり石等の破

片や焼石等が多く散布している。
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第4図
12~14隠畑遺跡

15~18久木野々遺跡
19~24ハンバダン遺跡

25・26青木段遺跡
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第5図 観 音 ケ 尾 遺 跡

〔V〕久木野々遺跡（第4図15~18,図版2)

輝北町市成久木野々，乎房川の上流に位置し， 久木野々部落の入口部の畑地に多く散布して

15は，

いる。この一帯は，未だ，畑地の整備事業が実施されていないので，遺跡の保存は良好である。

口縁部がくの字形に外反する形状を呈し， 口唇部の内外面に斜めの沈線文の文様を描

いている。 内面に施す文様ふ 口唇部上面より行い， 外面の文様は口唇部より行っている。

線文をもち，外面は，

胎土には 3-4血沐呈の小石を多数含み，整形は条痕仕上げと思われる。 16は，口唇部に一条の沈

4m両旦のヘラ状のエ具（複数のスジが観察できる）で沈線文様を施して

スが附着している。 17は，

いる。内面の整形は，指頭で行い，外面は風化が激しく明らかでない。又，外面には多量のス

口唇部近くで粘土を切り取られた状態で， くの字状に屈曲するもの

で，沈線文は16とよく類似している。 18は，組織圧痕をもつ底部である。底部は粘土盤を貼り

つけた跡が認められ，内面の接着は指頭で円を描ぎながら行われている。

〔VI〕ハシバダン遺跡（第4図19~24,図版2)

耀北町市成諏訪原ハシバダン，諏訪原台地から梅ケ渡川を遠く見落す台地上にあり，八重山

部落と市成を結ぶ幹線に添った広い範囲に分布している。縄文時代後期の遺跡で，すでに畑地

整備事業が完了し，一部は破壊されているものと思われる。 19は，口唇部に飾りのついたもの

口唇部外面にはキザミのあるエ具により刺突文が描かれる。又，孔がうがっで，飾りの稜部，

てあったと思われ，飾り部は主に内面側に貼り着けられている。器面整形は指頭の痕跡が観察

でぎる。 20は， 口縁部が山形に隆起するもので， 口唇部と沈線文の間に貝殻による圧痕文が施

される。先の徳光ケ丘遺跡出土の土器と類似した文様をもっている。 21の口唇部は平坦な形状

をもち， 半載竹管により沈線文が描かれている。整形は人念に行われ，胎土もきめの細かいも

のを用いている。 22は組織圧痕をもつ底部で，胎土は粗く多くの小石を含んでいる。

渭〕青木段遺跡（第4図25~26,図版2)

維北町百引下平房青木段，下平房部落の西側の台地上にあり大崎町と接する所である。開墾

-13-



時に青磁皿数枚と炭化物が一緒に出てきた経緯がある。その時の青磁の小11Ilは現在 2個が個人

によって所蔵されている。今回は，スリ鉢の破片と磁器類が少量採集でぎ，何らかの遺構があ

ったと推定されるが，畑地のため今後の確認は，かなり困難な状況がある。

〔VllI〕観音ケ尾遺跡（第5図27~31,図版2)

昨年発見した遺跡で上百引岳野に位置し，道跡改修工事の時に露出し，今でも道路の壁面に

含まれている。縄文時代後期の遺跡で， 27は口唇部が厚く造られ内面は押圧，外面は粘士の切

り取りを行い波状に仕上げている。全ての土器片にヘラ状工具による沈線文が施され，徳光ケ

丘，ハシバダン遺跡出土に近い文様構成をみることができる。

遺跡名 所 在 地 登録番号（文化庁） 備 考

1 双子塚 耀北町市成諏訪原双子塚 14-22 古墳 (1J.円）

2 柏 木 ，，， ケ 柏木 14-39・40 

3 間手ノ木 ,,,. 市成間手ノ木 1 4~4 1 

4 上平房 ，，， 百引上平房 14-42 

5 背木段 ，， 百引下平房 14~51 松下遺跡と呼ばれていた？

6 石 ノ脇 ，， 石ノ脇受宕ウサン山 14-37 

7 麓 ，，， 麓 14-38 弥生時代（土器片・有肩石斧等）

8 徳光ケ丘 ，， 下百引東京別府 14-62 縄文時代後期（土器片•石皿等）

， 堀 込 ケ 市成堀込

10 倉 谷 ，， ，，，倉谷

11 柚木山 ，，， ，， 諏訪原柚木山

12 ハシバダン ，， ，， 諏訪原ハシバダン 縄文時代後期（畑地）

13 釣掛段 ケ 市成釣掛段

14 柏木（第2) ，， ,, 諏訪原柏木

15 隠 畑 ,, 上百引隠畑 縄文時代後期（畑地）

16 サI 地 ,, 下百引下平房引地 縄文時代早期（畑地）

17 観音ケ尾 ，，， 上百引岳野 縄文時代後期（道路・山林・畑地）

18 久木野々 // 市成久木野々 縄文時代後期（畑地）

19 垂野城址 ，，， 市成

20 加瀬田ケ城 ，， 平房中平房 室町時代（肝属兼隆）

21 くずれ城 ,, 下百引坂下 開墾により滅失

22 本 城 ,, ,, 畑地
--

23 西原城 ，，， 上百引百引 現在城山公園

24 白岩城 l1 上百引風呂段 荒地・山林

25 諏訪神社 ,, 市成諏訪原 歴史時代（境内・水田）
- . -

-14 -
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第2節田代町の調査

田代町の分布調森は，今年度が始めてである。調査は，昭和57年 1月25日より 1月29日まで

5日間実施してきた。

田代町内の遺跡は，文化）『発行の「全国遺跡地図ー鹿児島県ー」で， 5ケ所が記載されてい

るだけであるが，今回の調査でも確認された遺跡は 8ケ所の報告にとどまっている。したがって，

周知の遺跡の再確認も行い，遺跡地の範囲等の綿密調査を実施してぎた。調査には，田代町教

育長をはじめ，社会教育課，井上洋一社会教育主事等の援助と協力をもらい終了することがで

きた。また，折小野克代，田原まり子の 2名には，町内の字図の複写，所ー有者名簿の作成を行

ってもらった。これらの字図の作成は町税務課の協力できたものです。

山代町は，国兄山系によって内之浦町，佐多町，高山町と区間jされ，その国見山系に源を発

する 2本の麓Jllと雄川（花瀬川）によりできた段丘，丘険に集落か形成され，水田は河川添い

にわずかに広がるだけで，住民の多くは畑作農耕と林業によって生計を営なんでいる。これま

での調査では，麓川の流域に遺跡は墾中して発見されており，雄川流域にはわずかに流田遺跡

(8) が知られているだけである。荒田遺跡は，大原中学校園辺の畑地に縄文時代後期の遺物

と古墳時代の土料片を出士している。大根田遺跡 (I) は，悉皆調査の結果，現在人家の船中

している大根田・駄床・馬場頭・曲迫に広がる拡大な遺跡地であることが判明した。出上する

遺物のほとんどは弥生時代中期を中心とするもので，人家の庭先や菜園に出土している。勝尾

城 (2) は，雄川と麓川の合流する地、点の丘陵を利用して造営されているもので，本城，東城，

西城よりなり西ノ城，城内という 2つの字名が今でも残されている。宝光寺跡 (3) は，現在

の南大隅高校田代分校の敷地内にあったといわれ，明治の廃仏毀釈により取り壊されたとされ

ている。現在でも大日如来像が残され，最近近くの水田から仁王像の片足が発見され，寺のあ

ったことを裏づけている。岩崎遺跡 (4) は，以前発掘調査が行われており，岩崎式土器の標

準遺跡として今まで保存されてきている。

田代町遺跡地名表

所 在 地登録番号（

田代町麓大根田 23~ 
- -- - . 

,,, ,,, 2 3-1 

ヶ 麓橋ノロ

ク 麓岩崎 23-1 

，， 麓山ノロ

，， 新田峠 23-1 

，， 大原荒田原

-15-
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(1)大根田遺跡 （第6・7図，図版3)

田代町麓大根田を中心とする広範囲な遺跡である。この遺跡は，大根田，駄床，馬場頭，曲

迫の 4つの字地に広がっている。大恨占から田代町への幹線道路（大根占，田代線）添にあり

大根田バス停が最もわかりやすい目安である。麓川によってつくられたわずかばかりの水田を

南方にもつ，海抜 185m程の南向きの台地である。一帯は，すでに人家が密集し，庭先ぎや茉

園等に遺物の散布がみられる。

第6図， 7図で紹介した遺物は，岩下尚之氏の菜園より出土したもので岩下氏の氏神様の中

に納められていたものを拝借したものである c'

32~36, 38~40は一括資料と考えられ，弥生時代中期の遺物である。 38は， I氏部径 8.0cmで

底部外面はやや丸みをもち，段がつき一本の沈線文がつく J 底面は，やや凹面をなしている。

底面の器形ふヘラでナデたあと指頭で輪を描きながら仕上げを行っている。脚部と胴部の接

合は，指頭で行い指頭圧痕が残される。器面諜］整は，ヘラで縦方向にナデ仕 lふ．げを行っている。

胎上は， 3 -4mmの小石砂粒を多凧に合んでいる。焼成は，よく淡褐色を豆している。謡種は，

甕形上器である。 34も甕形士器で， 33よりも一回り小型で底部径は 6.9cmである。底部外面は，

明らかな段をもちほぼ垂直な形球をなしている。沿面調整は，ヘラによるナデ仕kげで行われ，

調整痕がよく観察される。胎土には，多くの砂粒を含み，焼成は良好である。 38は，甕形土岱

の口縁部で逆L字状を呈し，一本の沈線が巡らされている。器面調整は，ナデである。 35は，

粘板岩， 36は，硬質砂岩を用いた石斧で，敲打技法により形状を整えた後，使用部分を磨ぎ出

している。 37は瓦器質の焼き物で火鉢等に使われたと思われる。 43は．すり鉢で窯は不明であ

る。

又，ここでは図示していないが， タタラ跡と思われる遺構があり， 大鼠の鉄さい， フィゴ

等が層をなして堆積している。このタタラ跡は，人家の庭先にあり早急な保存対策が必要と思

われる。

(2)岩崎遺跡 田代町麓岩崎

昭和25年発掘調査が行われ，岩崎上層式・岩崎下層式の 2種の土器が発見されている。標高

240mで岩崎神社の裏の畑地，傾斜地にあり現在はそのまま現状を保っている。

(3)荒田遺跡 田代町大原荒田原

雄川の上流，倉谷と浦地を結ぶ—一帯が遺跡で， tに縄文時代後期の遺物が散布している。ま

た，古墳時代～歴史時代にかけての遺物も少量発兄されている。遺跡の中心は，大原中学校の

周辺に拡がる茶畑で，雄川に面した南向きの丘陸地に立地している。しかし，この一幣も畑地

整備事業や個人による開地がさかんに行われておりいたる所で古い地層が露出し遺跡の保存は

保たれていない。

-16-
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37~40 大根田遺跡出土弥生土器

41~43 大根田遺跡出土中世・近世の遺物
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第3節 内之浦町の調査

内之浦町の調査は，今年度が最初の調査である。昭和56年12月14日から19日までの 6日間実

施した。

内之浦は，大隅半島の東洋の先端部に位潰し，西側は国見山系に取り囲まれ，国見山系よ
り

急激に太平洋に落ち込む地形をなしている。また，太平洋に面した海岸線は，太平洋の荒
波に

より絶えず浸食が続き，到るところで海岸線は 100m近い垂直な断崖を形づくっている。従
が

って，集落の営なまれる場所はきわめて少なく，狭少な沖積地に人家は集中している。内
之浦

町社会教育課，上村実社会教育主事，神田香氏には中心となって協力してもらい，また，永井
守氏

には同行され遺跡案内，紹介等をしてもらった。伊地知恵子さんには，町内の字図の複写
，所

有者名簿の作成を協力してもらった。

これまでの調査で，遺跡の最も多く発見でぎたのは，内之浦の行政の中心地となっている
内

之浦湾に面した地帯で，津房川，広瀬JII, 小田川の三本の河川が海岸線に連なる砂丘との間に

水田を形成さてている。最も大きく広がっている遺跡に炉ノ木前田遺跡群 (21) があり，これ

までは，炉ノ木遺跡，高野神社，高野神社跡遺跡，炉ノ木前田遺跡と個別に知られていたが
，

今回の調査の結果，これらはすべて連続した一連の遺跡地であることが判明し，一括して
炉ノ

木前田遺跡群と呼ぶことにした。この大集落は，現代の集落を含む一帯にあり古墳時代・
歴史

時代の遺物を大量に出土し，人家のいたる所で採集できる。従がって，古墳時代以降，こ
の一

帯が連続して生活の中心地となったことがうかがえる。水尻遺跡 (3)では，石匙が採集され

たことがあり，縄文時代後期の遺跡として紹介されてきたが，今回の調査では，縄文時代
の遺

物の採集はできず，代わりに古墳時代の土器片を数点採集している。荒田城 (6) は，北方平

牟田の丘陵地にあり，中世山城の跡とされている。今回は，弥生時代の土器片を少量採躾
した

が今のところ直接山城を結びつけられる遺物は確認できていない。馬込遺跡 (8)'赤木屋遺

跡 (9)'松生遺跡 (10) は，それぞれ丘陵地や独立丘陵に営なまれた古墳時代を中心とした

遺跡であり，この古墳時代においては，沖積平野を生活舞台とした炉ノ木前田遺跡群と馬
込遺

跡等の丘陵地や独立丘陵上に生活した 2つの生活様式のあったことがうかがえ，興味深い遺跡

様相示している。岸良も内之浦と同じような地形をもち，久保田川によってつくられたわ
ずか

ばかりの水田をもっている。本地遺跡 (19)は，岸良氏の館と墓地を中心とした遺跡であり，

岸良氏墓地より緑釉陶器の水注を採集している。辺塚は，ーノ谷川が中央部を走り，辺塚
遺跡

群 (22) を形成している。この遺跡群もこれまで高鉾神社，面鉾様遺跡，辺塚遺跡と個別によ

ばれていた。今回の調査で新たに発見した地点を含めて，一括して辺塚遺跡群とよぶこと
とし

た。この遺跡では，縄文時代後期と思われる土器片と古墳時代の土器片が出土している。
姫門

遺跡は，国見山系の山間部に営なまれた久保田川の支流に添った畑地にあり，古墳時代の
土器

片を多量に散布している。
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第8図
44・45辺塚遺跡

46 本地遺跡

〔I〕辺塚遺跡群（第8図44・45,図版3・遺跡番号22)

本遺跡は，内之浦町辺塚にあり，ーの谷川と太平洋によって形成された砂丘地に所在
する。

周知の辺塚遺跡西側斜面に発見された遺跡で遺物は，縄文時代後期の土器片が多く分
布し， 44

45はその一部である。 44は口縁部・ 45は胴部片で，

〔II〕本地遺跡（第8図46,図版3・遺跡番号19)

本遺跡は，内之浦町岸良本地にあり，

いずれも沈線文を主体とする。

久保田川によって形成された微裔地に所在する。肝付

ー属である岸良氏の館址と墓地を含む遺跡である。 46は墓地内で花差しとして使用されていた

ものである。器形は，注口部・頸部• 取手部が欠損しているが，縁釉水注である。現存高12.7

cm幅10.3cmを測り，器面全体に縁釉が施されている。底部には施釉が兄られない。焼成は軟質

で，施釉が厚いせいか剥落が著しく，下地が部分的にすけて見える。胴部に比べて頸
部は光沢

のない仕上がりである。県内では緑釉水注の出土はこれまで確認されていない。

-20-



内之浦町

遺跡名 所 在 地 登録番号（文化庁） 備 考

1 海蔵の観音様 内之浦町小串海蔵 24-1 町指定文化財

2 小 串 ，， 小串 24-2 縄文時代後期（畑地・砂丘地）

3 水 尻 ,!, 小串水尻 24-10 縄文時代（石匙・丘陵）

4 北 方 ，，， 北方 24~8 

5 平牟田 ，， 北方平牟田 24-9 

6 荒田城 ケ ，， 中世山城・弥生上沿片

7 坂 元 ，， 北方坂元 24~3 （畑地）

8 馬 込 ，，， 北方馬込 古墳時代・歴史時代（丘陵地）

， 赤木屋 ケ 北方赤木屋 古墳時代土器片（小丘陵畑地）

10 松 生 ，， 北方松生 24-4 古墳時代土器片（独立小丘陵畑地）

11 川上城跡 ，，， 北方平原

12 江 平 ，，， 南方江平 24~5 古墳時代土器片（畑地）

13 乙 田 ，，， 南方乙田 24~7 

14 大平見 ,,. 南方大平見 2 4-1 5 

15 佐牟田 ，， 南方佐牟田 24-6 

16 南 方 ，， 南方 2 4-1 6 

17 甑田城 ク 南方小野 2 4-1 7 

18 小山田 ，，， 岸良小山田 2 4-1 8 

19 本 地 ,,. 岸良本地 岸良氏墓地（緑釉陶器・竹林）

20 浜 ケ 岸良浜 24~]9 

21 炉遺ノ木前田
跡群

ケ 北方析木•前EEi 24-11-14 高屋神木社前・炉遺ノ木・高屋神社跡
炉ノ 田跡

22 辺 塚 ，， 辺塚 26-3 -5 高鉾・高鉾様遺跡・辺塚遺跡

23 姫 門 ，，， 岸良姫門 23-96 散布地

24 姫門 B ，， ，， 古墳時代土器片（畑地）
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第4節鹿屋市内の調査

鹿屋市の分布調査は，昭和54年度に 1回実施しており，今年度は継続事業として
行い， 2年

次の調査である。

調査は，前期を昭和56年11月30日より12月12日までとし，後期を昭和57年2月1日か
ら 3月

6日までとして 2期にわけて行った。

なお，鹿隅市内の遺跡は，文化庁発行の「全国遺跡地図ー鹿児島県一」では
16ケ所の遺跡の

存在が知られていたが，この 2年間の調査で61ケ所と遺跡数は増加してきている
。したがって，

未だ調宜を行っていない地域も多く残っており，今後ますます増加していく
と思われる。

鹿屋市の自然環境と遺跡のあり方を概観すると，高隈山系と笠之原台地の接
触地域を分断し

た状況で市内の中央部を肝属川が南北に流れている。この肝属川は，高隈山
系より流れ出し南

下しつつ狭少な水田と多くの段丘，丘陵を形成している。この河川域にはこ
れらの段丘，丘陵

を利用して多くの遺跡が発達している。上祓川遺跡群 (51) では，縄文時代後期か
ら古墳時代

にかけての集落遺構等が予想され，神野牧遺跡 (4) では，縄文時代後期の遺物
が大鼠に発見

されている。現在発掘調査が進められている王子遺跡 (7) は，弥生時代中期の
住居址が数多

く発掘されているが，これと接続すると思われる遺跡群に，堀之牧遺跡群
(50), 石仏頭遺跡

(52) , 大窪遺跡 ,(53) ・楠原遺跡 (54) があり，肝属）iiを望む同じ笠之原台地の西端にエン

エンと広がっている。また，祓/ii地下式横穴群 (55) からは，短甲と土師器腺が出土
し，これ

らは現在保存処四を行い鹿屋市公民館のロビーに展示してある。

さらに，下流で肝属川と合流する大姶良Jllがほぽ東西に走り，多くの段丘を発達させてい
る。

特に，大姶良町の附近では，段丘，丘陵のそのほとんどに遺跡が発達し，茶
ノ上，藤崎遺跡（

32) , 水崎原遺跡 (35) などがあり獅子目町では岡ノ前遺跡 (38) , 松尾遺跡
(39)等が広が

っている。また南町でも上原遺跡 (42) , 本坊遺跡 (43)等が発見され縄文時代
から古墳時代

までの遺物が数多く採集されている。

また，高隈山系の南麓に端を発した高須川の上流域でも遺跡が発達し，縄文
時代早期・前期

・後期，古墳時代等の各遺物を出土する。小薄町・有武町・麻牧町に広がる
拡大なエリアの小

薄町遺跡群 (11) がある。この一帯では，縄文時代の古い遺物が発見され，層位的
に観察でき

る場所もある。また，小薄町遺跡群の対岸にあたる柴立遺跡 (12) も，新たに発見さ
れ縄文時

代後期の遺物を大量に包合している。

以上のように，鹿屋市内で発見される遺物の多くは，河川域に躾中する傾向
をうかがうこと

ができる。

今回の調査には鹿屋市教育委員会をはじめ，社会教育課，山之口充係長には
，多くの援助協

力をもらい調査をスムーズに進めることができた。また，渡野恭子，岩倉章
子，上菌美智子，

柳井谷加代子，玉利裕子，中塩屋育子，藤田絹子の各女氏に市内の字図の複
写，字図の復元，

地番調査，所有者名の調査等を行ってもらった。また，これらの字図調査は
市税務課の協力を

願った。
-22 -



鹿屋市

遺跡名 所 在 地 登録番号（文化庁） 備 考

1 芝 原 鹿屋市祓ill芝原 1 9-2 6 

2 山外森 ，， 上祓川山外森 19-20 

3 中 野 ，， 祓JII 19-45 

4 神野牧 ，， 西祓川神野牧 縄文時代後期・晩期（畑地）

5 打馬 ， ,, 打馬町
6 平原古墳 ，，， 打馬町乎原 19-46 古墳（円）

7 王 子 ケ 玉子町玉子 弥生時代中期集落跡（発掘調査）

8 大浦遺跡群 ,, 大浦町 縄文時代早期・地下式横穴（墓）

， 郷之原 ケ 郷之原 19-43 

10 川の上 ，，， 大浦町松橋川の上 19~44 

11 小薄町遺跡群 ，， 小薄町・有武町・高牧町 縄文時代早期・前期・後期，古墳時代

12 止禾ヒ 立 ~ 花岡町柴立 縄文時代後期・古墳時代（山林・畑地）

13 鶴羽城跡 ケ 花岡町鶴羽 鶴羽小敷地・丘陵

14 本戸口 ,, 海道町本戸口

15 古 里 ，， 古里 花岡中敷地縄文時代後期

16 キタバイ ，，， 高須町キタバイ 19-88 

17 公ロ 平 ク 横山町谷乎 19-89 

18 松の岡 ，， ,,. 松の岡 19-90 

19 岡 元 ，，， ，， 岡元 1 9-9 1 

20 老 神 ，， 田崎町老神 1 9-9 2 古銭出土

21 符ケ尾 ，， 名貫町笹ケ尼 弥生時代

22 東田ノ上 ，，， 川西町東田ノ上 古墳時代・弥生時代

23 早馬原 ，， 川東町早馬原 歴史時代・古墳時代・弥生時代

24 早馬原 B ，， ，， 

25 飯 隈 ，， 飯隈町飯隈・牧 古墳時代・弥生時代

26 枯木ケ尾 ，， 古里町枯木ケ尾 古墳時代・弥生時代
--1----

27 掛 平 ，， 浜田町掛平 歴史時代・古墳時代・弥生時代

28 下西原 ，，， 浜田町下西原
，，， 

29 浜田小南 ，，， 浜田町 2 3-1 浜田小南

30 宮の尾 ，， 浜田町宮地呂の足 23-2 

31 瀬筒原 ケ 大姶良町瀬筒原下吹切 歴史時代・古墳時代・弥生時代

32 譴l!J:・醐源 ，， ケ 藤崎原 古墳時代・縄文時代
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遺跡名 所 在 地 登録番号（文化庁） 備 考

33 田渕上 鹿屋市田渕町田渕上 古墳時代・縄文時代

34 小永崎 ，，， 大姶良町小水崎 歴史時代・古墳時代・弥生時代

35 永崎原 ，， ヶ 大姶良西永崎原
,, 

36 諏訪尾 ~ ~ 大姶良西諏訪尾 古墳時代・縄文時代

37 山 神 ，， ，，， 大姶良東山神 縄文時代

38 岡 ノ 立ijl」] ，， 獅子目町岡ノ前 歴史時代・古墳時代

39 松 尾 ，， ，， 松尼 歴史時代・古墳時代・弥生時代

40 上田原 ,,, 5師子目重田上田原 23-7 

41 小 牧 ，，， 萩塚町小牧 弥生時代

42 上 原 ケ 南町上原 古墳時代・弥生時代・縄文時代

43 本 坊 ，，，， 南町本坊
，， 

44 島 元 ，，， 南町島元 古墳時代・弥生時代

45 鎮守ケ迫 ，，， 南町鎮守ケ迫 古墳時代・弥生時代・縄文時代

46 本村原 ，，， 大姶良本村原 23-6 

47 上白ヒ 倉 大根占町神川皆倉 23-4 i弥生時代・古墳時代

48 小 浜 鹿屋市浜田町 竹の崎遺跡を含む・古填時代上器片布地

49 平 原― ，， 古墳時代土器片散布地

50 堀之牧遺跡群 鹿屋市中祓川堀之牧 弥生時代中期・上器片散布地

51 上祓川遺跡群 ，， 上祓町 ？ 縄文時代（後期） ・古墳時代（須恵器）

52 石仏頭 ケ 中祓川石仏頭 古墳時代土器片散布地（畑地）

53 大 窪 ケ 上祓川大窪 縄文時代（後期）山林

54 楠 原 ，， 上祓川楠原 古墳時代土器片散布地（畑地）

55 秘II地杓遺穴 ，， 祓川井上 昭和25年6月11日短甲，冑出土

56 寿―三丁目 ,, 寿 古墳時代

57 曽 田 ，，， 曽田町
,, 

58 白崎町 鹿屋市白崎町
l1 

59 寿六丁目 ，，，寿
，， 

60 JI I東町 1 ，， 川東町
，， 

61 川束町 2 ，，， ,, ,., 

62 ILL東町 3 ，，， l1 
,,. 
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(1)柴立遺跡（第9図47~50,10図51~55, 図版4)

鹿屋市花岡町柴立にあり，本白水ハル子さん所有の山林内に縄文時代後期の遺跡が存在して

いる。国立鹿屋体育大学校敷地内の試掘調査中に通報があり本遺跡を確認できた。市立鶴羽小

学校と花岡町の集落を結ぶ幹線道のほぼ中間部に遺跡があり，古墳時代の土器片も多く（主に

畑地）散布している。高須川によって造られた，東向ぎの段丘上に立地している。戦後の開墾

作業により多くの土器斤の出土することが知られ，その後畑地から雑木山に代えられ，そのこ

とが今では遺跡の保存に役立っている。

47は，頸部より外反する口縁部をなし，口唇部は平坦でやや外にはり出している。頸部には

3本以上の沈線文が横走し， 6m両呈のヘラ状工具で施文している。 器面整形はていねいに行

われ，指頭でなでられ仕上っている。 48は口縁部がやや隆起し，項部に外面に貝殻腹線による

斜めの押圧文が施される。頸部文様は浅い沈線文で，頂部より始まる平行線文となっている。

焼成は極めて良く堅ろうである。内面の調整は棒状工具によったものと思われる。 49は破片を

接合したもので，頸部上部で締り，その後口縁部が外反する器形を呈している。胎士は多くの

砂粒を含みさらに，雲母（金雲母）を多量に混合したものを用いでる。内面は貝殻条痕がよく

残され，基本的に横方向で行なっている。外面では，胴部から下位に貝殻条痕文が見られ，文

様帯は，さらに入念ななで整形が行なわれ，その後に指頭による太形凹線文様が施されている。

太形叫線の幅は最大で1伽m,平均 6皿程である。 50は，胴部の下位に近い破片と思われる。文

様は，全て縦方向の不規則な沈線文で構成されている。外面の整形はていねいななで仕上げと

なっているが，内面は粗く粘土の接合部の仕上げも行なわれず段が残されたままである。胎士

には多くの砂粒を含み焼成も軟弱である。外面には多くのススが附着している。 51は，復元口

径19.7cm, 口縁部が外反する深鉢形土器である。口唇部は外面に斜めに仕上げ，さらに刺突を

行ないキザミロ縁風になっている。器面調整は，内外面ともに入念にナデ仕上げを行ない，光

沢を出し，その後，沈線文を施している。この沈線文を描くためのエ具は半載竹管状のものと

思われる。また，施文後の仕上げ整形は行なっておらず粘土のダマ，盛り上がりがそのまま残

されている。胎土は，砂粒の多いものを用い焼成もやや軟質である。 52,復元径が 7.伽mの底

部で， 51等の深鉢形土器の底部に相当するものと思われる。外面の調整は，貝殻で行ない条痕

文が下から上への方向で，内面は下から上へのやや斜めの方向で残されている。胎土は荒く大

粒の砂粒が多く含まれている。 53~54は土器の破片を用いた土製加工品（メンコ）で， 2点と

も全同にトリミングを行なっている。 53・54は半損品，表面裏面ともに条痕文が残されている。

55は中央部に孔をうがってある有孔円盤である。孔の通しは両面から行なっている。 55の胎土

には雲母（黒雲母）が多く混入している。
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第11図 小薄遺跡 (56~62)
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有武遺跡 (63• 64) 

(2)小薄（おすき）遺跡 （第11図56~62,図版5)

小薄町遺跡群の中の 1ケ所で，海道町から小薄町，有武町を結ぶ幹線道路添の丘陵上に立地

している。海道町と小薄町の中ほどには，古墳時代の遺物が散布する松の岡遺跡 (18) があり，

高須Illをこしてはいりこんだ高隈山系の南麓部に位置している。付近には，小薄墓地，小薄町

公民館，小薄公園等があり集落を含んだ近辺の畑地が遺跡の範囲である。この一帯は高地の集

落である有武町， 高牧町でも多くの遺跡地が散存している。小薄遺跡は，縄文時代後期の遺物

が多く分布している。開発事業としては畑地整備事業が一部行なわれているものの現在では遺

跡の保存は良好な状況を保っていると思われる。
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第12図大浦遺跡 (65) 神野牧遺跡 (66~74) 
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56は，肥厚した口縁部をもち，肥厚した部分にヘラ状の鋭いエ具で刺突線を斜方向に，直線，

半月形状に描いている。内面での器面調整は，横位の条痕仕上げである。 57は，口縁部が山状

に突起する形状の深鉢形土器と思われる。口唇部はやや丸みをもち，指頭等によるナデ仕上げ

を行なっている。器面調整は内外面とも貝殻条痕文がみられる。文様帯は，貝殻条痕文による

仕上げの後，そのままヘラ状工具で沈線文を巡らしている。胎土は，砂粒が多く含まれ石英粒

が多く観察できる。焼成は，やや軟弱である。 58は，胎土に多くの金雲母を含んでいる。文様は，

指頭による太形凹線文である。焼成は，かなり軟質の仕上がりである。
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第13図神野牧遺跡出土石器

第14図上祓川遺跡出土石器

(3)有武遺跡 （第11図63・64,図版6)

59・57と同一個体と思われる口縁部破

片で，外面には多くのススが付着して

いる。 60は，土製品（メンコ）とも考

えられるもので，部分的にはトリミン

グ様の加工痕もみられる。胎上には，

多鼠の砂粒を含みザラザラしている。

外面は， 2本の細く浅い沈線文が巡っ

ている。 61は，頸部から口縁部付近に

貼り着けられたものと思われ粘

土帯の上面には，ヘラ状工具で

格子状に刺突線で描いている。

焼成は，極めて軟弱でボロボロ

剥脱している。 62は，口唇部中

央部がやや高くなり稜を形成し，

外面に原くはり出している。外

面の文様は，細くて鋭い沈線文

を施している。胎士は， きめの

細い粘上を用い，焼成はよく堅

ろうな出来ばえである。

小薄町の北方の隼落が有武町で，海抜は 200~250m程である。この一帯は，火山灰の堆積

が発達している地域で，桜島・鬼界・姶良カルデラ等の噴出物が整然と堆積している。本遺跡

では，縄文時代前期・早期の遺物の分布が確められる。露頭観察できる所では，アカホヤ層を

挟んで上部に轟式士器，下位に貝殻条痕文が施文された前平式土器（円筒形土器）が菫複してい

る。又，それぞれの文化層の中には，多くの礫がみられ，焼石や炉址I?)も認められる。なお，

石斧等の石器や黒曜石を用いた剥片も含まれている。 63は， アカホヤ層より下の粘質で通称

灰青色土層と呼ばれるの火山灰層中に出士したもので，内面は貝殻条痕文がよく残り，外面は

貝殻条痕仕上げの後，更に，丁寧なナデ仕上げを行なっている。胎土は砂粒が多く含まれ長石等

が目立つ。焼成は良く堅ろうにしまっている。 64は，アカホヤ層の上部（アカホヤ層は軽石層

と火山灰層の 2枚が観察できているが，この場合はアカホヤの火山灰層をベースとした風化，

ないしは二次堆積のことである）に出土した遺物である。この土器片は， 1本の隆線文をもち

貝殻条痕文による器面調整を行なっている。内外面ともに斜めの方向に行なっている。隆線文

は，粘上帯の貼りつけである。焼成は，極めて良く，叩くとカンカンと嗚る。外面には，多く

のススの付着がある。
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(4)大浦遺跡 （第12図 65, 図版7)

鹿屋市大浦町にあり肝属川と高隈山系の麓との間に広がる台地の上に残された独立丘陵が遺

跡地である。付近の台地は海抜70m程の高さを保ち，遺跡の立地する独立丘陵は80-90m程の

高さをもっている。残念ながら最も条件の良い南側の丘陵は開墾が進み畑地となっている。出

土する遺物は，アカホヤ層と桜島噴出物（通称パミスと呼ばれる）の間の黒色粘質土層にみら

れる。 65は，全くの推定数値であるが，口径26cm程ある深鉢形土器で頸部から口縁部にかけて

やや直立する傾向がうかがえる。胎土には，多くの砂粒を含んでいる。焼成は極めてよく堅ろ

うである。器厚は 5mmf呈と薄く，粘土版を重ねて造りあげ，器面調整は全て指頭で行ない内外

面ともにデコボコしている。

(5)神野牧（かみのまき）遺跡 （第12図66~74;図版7)

鹿屋市西祓川神野牧，大浦遺跡と同じ台地にあり，台地の東端に立地している。遺跡はかな

りの範囲に広がり，採集遺物も多くなっている。この一帯は昭和45年に畑地整備事業が行なわ

れ，その工事中に大量の出土品のあったことが地元の人々の間で知られている。 66は，ていね

いなヘラ磨きが行なわれた器面をもち光沢もある。外反する部分が頸部に相当すると思われ，

縄文時代後期の終り頃の遺物と思われる。器厚は薄く 4m面月である。全て小破片であるが，全

体に貝殻条痕文がよく残されている。 72は， 内面は横方向のがみられ， 外面は縦方向にを行

っている。 74は，胴部の最下部で，ていねいなナデ整形を行なっている。全体的に砂粒の多い

胎土を用い，焼成はやや軟弱である。 75は．，乳白色の珪石を用いた「横長の石匙」である。最

大幅 2.8cm, 高さ 2.0cmである。素材となった剥片は，厚手で結晶体の残されたものを用い，

全周から石器の中央部へ剥離を繰り返している。刃部では，再度の細い調整を施している。

(6)上祓川（かみはらいがわ）遺跡 （第14図，図版7)

高隈山系の一つである御岳への登山道の入口がある瀬戸山神社周辺の畑地が，広範囲な遺物

散布地となっている。この一帯は，小規模の扇状地的な地形が見られ， 1-Zm程の深さには

多くの円礫等が見られる。散布している遺物は，古墳時代と縄文時代後期の遺物で，特に縄文

時代後期の遺物は，イモ穴等の深く掘り下げた部分でしたか採集できない。古墳時代の遺物は，

少破片が一般的である。 76は，黒曜石を用いた削器（スクレイパー）で，縄文時代後期の遺物

と一緒に出上している。礫面の残るやや厚手の縦長剥片の両側を刃部としている。刃部加工は，

主として裏面より表面方向への剥離で行ない数ケ所ではその逆も見られる。素材となった黒曜

石は，透明度のない漆黒色で全く光を通さない。

(7)小浜遺跡 （第15図77~87,図版8)

麗屋市浜田町小浜，これまで知られていた竹之崎遺跡もこの小浜遺跡に包括される。大根占

町と垂水市を結ぶ国道269号線を足元に見おろす高台にあり，錦江湾につき出した台地上に立地
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第15図 小浜遺跡出土の成川式土器
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第16図平原遺跡出土遺物

して，この国道269号線添には， このような台地が連なっておりそれぞれに遺物が残っている。

総面積が20ha程の畑地全域に大星の遺物が散布している。本格的な畑地整備事業は行なわれて

いないが，個人による小規模な開地・地下げ等の工事が行なわれ，そのつど多くの遺物が掘り

おこされ，包含層の露出している場所もある。その出上遺物のほとんどを古墳時代の遺物が占

めている。

(8)平原遺跡 （第16図88~93,図版8)

小浜遺跡と谷をへだてた丘陵で， 40ha程の地域に遺物の散布がみられる。条件の良い所では

壁面に遺物の挟まれている状況を観察できる。採集できる遺物も小浜遺跡とほば頼似している。

胎士は，砂粒の多いものと粒子の細かい二つのタイプが見られる。器面の調整は，ヘラケズリ，

ヘラナデ，刷毛ナデ，指頭によるもの等が見られる。 86は細かい粘土帯が巡らされ刻みがつけ

られる。 87は幅の広い粘土帯に斜めの沈線文がつけられる。これらは笹貰式と呼ばれるものに

近いと考えている。
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第5節 国立鹿屋体育大学の確認調査

第17図 国立鹿屋体育大学敷地平面図・

及びトレンチ配置図

国立鹿屋体育大学の新設に伴ない，

同敷地の埋蔵文化財の有無を確認する

ための発掘調査を実施することとなり

鹿屋市企画開発室と協議を行ない昭和

56年12月21日から12月25日までの 5日

間，確認調査を行なった。対象となる

敷地は，鹿屋市と垂水市を結ぶ国道 2

20号線に添った古里町と白水町の中間

部の台地で，鹿屋市白水町の36haにお

よぶ広大な面積をもつ畑地である。こ

の畑地一帯は，昭和47年度までに県営

の畑地かんがい事業が実施され．整備

が進み，階段状の畑地がつくられてい

る。旧地形を復元すると小高い丘陵地

で．敷地内の中央部が最も高くなって

いたと思われる。したがって中央部の

敷地が最も激しくシラス面まで切り下

げられて整地がなされていた。

調査は， 3X3m, 4X4mのトレ

ンチ掘りとし， 29ケ所を発掘した。

トレンチの設定場所は，任意に行たっ

たが特に，畑地整備事業による影響を

考慮し，なるべく旧地形に近い畑地を

選んで設置した。 1号トレンチでは， 2m近い盛土がなされ旧地表面は一 2mの深さにある。

2号トレンチでは， 20cmの盛土があり， 40cmの深さには通称チョコ層と呼ばれる層が出てくる。

7号トレンチでは，シラス層まで削られ15cmの盛士の下はシラスの層であった。 19号， 25号の

トレンチは，残りがよく， 70cm程の位置にアカホヤ層が残されている。 15号から21号のトレン

チの設定が接近しているのは， 16号， 18号と道路を隔てた白水運動公園の傾斜地の畑地に古墳

時代の土器片が散布しており，その関連で調査を実施したが，明確な文化層をとらえることが

できなかった。 24号から29号までのトレンチを設営した地域は，職員住宅等の関連施設の建設

予定地である。この—•幣は，北西向ぎの小さな舌状の台地を調査の対象とした。しかし，遺物

は，出土していない。
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第6節 大根占町，根占町，佐多町の遺跡及び遺物

大隅分布調査期間中に，調査対象外の市町村に点在する遺跡を調査・確認する機会があり，

大根占・根占• 佐多の三町に所在する遺跡について紹介する。

(I)城元B遺跡 （第19図94~99,図版5・遺跡番号 1)

今回の大隅分布調査の際中に連絡があり確認した遺跡である。城元にあり標高約40mの台地

縁辺部畑地に所在する。西側は急な絶壁となり下面に，大根占町の水田地帯が広がり，綿江湾

を望む，広大な広がりをもつ遺跡である。遺物は，畑地一面に散布するが，一部ではすでに農

道と畑地の整備が進み，畦断面等に遺物の包含を確認できる。遺物は，コラ層と呼ばれる黒色

火山灰層に弥生時代中期の文化層，下層の淡黄褐色土層に縄文時代晩期の文化層がある。 94~

98は，縄文時代晩期の土器片である。 94,95は組織痕土器片の一部で，内面は貝殻腹縁による

条痕を付す。色調は，赤黄褐色で胎土に雲母，石英等の砂粒を含み，焼成は良好である。 96は

剥落が著しく，細部については不明である。表面に条痕を付す。 97は， f本部がゆるやかに立ち

上がり， 口縁部付近で逆「く」字状に急に内湾し， 口唇部を形成するのであろうが少片のた

め決定的ではない。 内面を横ナデ． 外面は縦位にナデを行いその後，口唇部付近と口縁部直

下に横ナデ痕が施してある。胎土に雲母，石英等の砂粒を含み，焼成も良好である。 98は，底

部に近い場所である。 97と共に表面にススの付着が認められる。 99は，弥生時代中期中葉に位

蹴すると考えられる甕形土器である。口縁部は，逆L字状を呈する。胴部に4条の三角凸帯が

確認されるが，細部については少片のため不明である。胎土に少量の砂粒を含み，焼成は良好

である．本田道薙氏（鹿大助手）より通報を受けて，確認した遺跡である。

(II)富田城（南谷城） （第19図 100,図版5・遺跡番号2)

富田城は，根占町北川城内にあり，禰寝氏の本城である。根占町を代表する遺跡の1つであ

る。山城内には．縄文・古墳時代の遺跡が確認されていた。現在は，シラス取りのため本丸を

残すのみで，中仕山城の面影もない。 100は，本丸近くで採集したもので，縄文時代後期の士

器片であると思われる。

(III)大泊貝塚B (第19図 101~103, 図版5・遺跡番号3)

佐多町大泊にあり，文化庁発行の「全国遺跡地図ー鹿児島県一」 25-2の地点より北側の大

泊集落内砂丘地に位憧し，県道を中心に南側は墓地，北側は宅地造成が進み滅失が懸念される。

大泊貝塚は， 昭和28年． 国分直ー氏によって調査され，縄文時代後期の貝塚として報告され

ている。 101 ~ 103は遺跡内で採集したもので， 他に獣骨の散布も確認された。 101は，口

縁部断面が三角形を呈し，口唇部直下に 2条の平行線を施し，その中に貝殻腹縁部を用い，縦

位に庄痕文を付す。熊毛郡上屋久町の一湊松山遺跡の 7類上器に類するものと思われる。

102・103ふ胴部片で表裏に条痕を残す。 101 ~ 103は，胎土に石英等の砂粒を含み，焼成

も良好である。
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図版 2
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観音ケ尾遺跡(27~ 31)・出土状況
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図版 3
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大根田遺跡(32----40) ・辺塚遺跡 (44·45)• 本池遺跡(46)
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È
 

1
.
.
 

1
 

ゴ會

’
 Ill 52 

54 

柴立遺跡

-45 -



図版 5

ロ
鹿屋体育大学

小薄遺跡(56----62) 

96 
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98 
城元 B遺跡 (94'"'-99) 

富田城址
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大i白貝塚B地点 (101"'--103) 
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縄文時代早期 63

縄文時代前期
64 

有武遺跡(63----64) 

． 

有武遺跡土層断面
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図版 6

71 
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神野牧遺跡
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図版 7

神野牧遺跡
75 

上祓川遺跡

大浦遺跡

大浦遺跡群内地下式横穴

-(8 -



小浜遺跡(77,.._.., 82) 
平原遺跡 (88,.._.., 90) 

麓遺跡 (1)

88 
89 
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図版8

81 82 

90 

引地遺跡出土状況



図版9

国立鹿屋体育大学遠景（北東方向を望む）

国立鹿屋体育大学近景（東方向を望む）
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図版 10

国立鹿屋体育大学試掘トレンチ (25号トレンチ）

国立鹿屋体育大学試掘トレンチ (2号トレンチ）
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あとがき

昭和56年11月30日より 3ヶ月間，大隅半島のあちこちを歩き回って米た。その間，多くの遺

跡と接し，その度に，種々の感懐があった。

誦北町は，火山阪が厚く堆積し，遺跡の発見は困難な地域である。町内には，多くの縄文時

代後期の遺跡が点在しているか，これらの遺跡は，間懇や畑地整備事業笠の工事か行われ，そ

ののち確認できたものである。叶年と今回の 2回の調査で，町内は，かなり丹念に調査した。

田代町では，雄/II (花瀬川）流域を中心に調査を実施した。今回は，新たに遺跡を探すこと

はできなかったが， これまで知られている遺跡の再確認調査を実施してきた。大恨EB遺跡は，

当初の予想をはるかに上回る広範な遺跡であるが，現在の隼落と重複しており，少しずつ， ＜ 

ずされてきつつある。勝尼城跡は，ほとんど古い姿をとどめている。

内之浦町の調査は，主に内之浦湾に面した北ガ・南方園辺を中心に行い，古原，川口，大浦

等謁査できなかった所もある。析ノ木前田遺跡も，田代町の大根田遺跡と同様に巣落内に残さ

れており，何らかのイ尿護対策を必要とすると思われる。

鹿犀市の調査は，叶属/iiと高頃川の流域を対象としてきたが，その結果，全域にわたって遺

跡が分布していることがわかった。

これまでの 6年間，大隅地域の市町村を対象として分布調査を実施し発見した遺跡の数もか

なりになっているので， これらの虚l査結果を活かすよう周知の徹底を図るところがのぞまれる。

大隅地区埋蔵文化財分布調査概報
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